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　６月６日（土）、ＰＴＡ除草作業および再資源化物回収を実施しました。

除草作業では、ＰＴＡ会員の皆様に熱心に作業していただいたおかげで、

校地内が大変きれいになりました。また、再資源化物回収では、神崎中

学校ＰＴＡの皆様と協力して作業を行っていただき、多くの再資源化物

を回収することができました。ご参加いただいたＰＴＡ会員の皆様には、

お忙しい中ご協力いただき、心より感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。

 

 

　本校の校訓は、「勤勉・親切・正直・勇気」の「四つの徳」です。

これは、明治４３年に文学博士で第１回文化勲章受章者である 佐佐

木信綱 氏の作詞により校歌が制定された際、もともとの校訓であっ

た「勤勉・懇切・正直」に「勇気」が加えられ、新たに定められたも

のです。なお、「懇切」が「親切」に改められた時期については明確

な記録が残っていません。時代の流れにより、「懇切」という言葉が

子どもたちにとってなじみの薄いものになってきたことから、より分

かりやすい「親切」という言葉に置き換えられたものと考えられます。 

　本校の校訓を現代の言葉で表すと、「一生懸命に学び、人に親切に

し、正直で正しい行いを心がけ、勇気をもって行動すること」となり

ます。これは、校訓が定められてから百年以上を経た今日においても

変わることのない大切な価値です。子どもたちには、この校訓をしっ

かりと心に刻み、生涯にわたって行動の指針としてほしいと願ってい

ます。

 　

 　

　５月２２日（金）に台湾から小学生１４名と、

校長先生をはじめ３名の先生方をお迎えし、交

流会を行いました。交流会では、台湾の小学生

がダンスや歌、中国の楽器を使った演奏などを

披露してくれました。また、本校からは金管部

の児童が校歌を演奏し、歓迎の気持ちを伝えま

した。その後、５年生が体育館でけん玉や玉入

れ、ドッジボールなどの活動を一緒に楽しみま

した。今回の交流を通

して、子どもたちは外

国の文化に親しむとと

もに、人と関わること

の楽しさや大切さを学

ぶ貴重な機会となりま

した。

 　

 

　６月５日（金）に、１年生の保護者を対象に

大利根学級（家庭教育学級）の開級式を行いま

した。 開級式では、町教育委員会社会教育主事

の菅井先生から、家庭教育についてお話をいた

だきました。 開級式の後は、体育館で親子レク

リエーションを行いました。親子リレーやボー

ル送りゲーム、貨物列車などのレクリエーショ

ンに取り組み、楽しいひとときを過ごしました。

　大利根学級の活動を

通して、子育ての悩み

を共有したり、親子の

ふれあいを深めたり

し、家庭教育について

学び会う機会としてい

きたいと思います。


